
意見案第８号

プーチン・ロシア大統領の北方領土上陸に関する抗議を求める意見書

我が国固有の領土である歯舞群島、色丹島、国後島及び択捉島の北方領土の返還実現

は、戦後残された最大の国家課題であり、全国民の長年の悲願であるが、戦後81年を経

た今日もなお、北方四島はロシアに不法占拠されたままとなっている。

このたび、ロシアのプーチン大統領が、歴史的にも国際法上も我が国固有の領土であ

る北方領土・択捉島に上陸したことは、北方領土に関する我が国の一貫した立場と相入

れず、ロシアによる北方領土の占拠の現状を誇示し、その固定化を図るかのような行為

であり、極めて遺憾で断じて受け入れられるものではない。

また、北方墓参をはじめとする四島交流等事業の実施の見通しが立たない中、望郷の

念を抱く元島民や御遺族の方々が参加する洋上慰霊が行われ、全国各地で北方領土の返

還を求める運動が展開されている最中に行われた今回の上陸は、先祖の墓前で手を合わ

せることさえかなわない状況が長く続く元島民や御遺族の方々の切実な思いを踏みにじ

るものであり、到底看過することはできず、道民そして日本国民の感情を深く傷つける

ものであるとともに、北海道とロシアの諸地域との交流に努めてきた両国住民の思いや

努力を損なうものであり、断じて容認することはできない。

よって、国においては、このたびの北方領土へのロシア大統領の上陸に、重大な決意

を持って断固抗議するとともに、ロシア政府首脳による北方領土上陸という不法占拠の

既成事実化を断固として阻止し、北方四島の一日も早い返還の実現に向け、今後の上陸

をさせないための抜本的な外交交渉を強く求める。

以上、地方自治法第99条の規定により提出する。
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